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【巻頭記事】(p2~3)

矢祭小学校大運動会

【Health information】（p4~5)

新型コロナワクチン予防接種の実施状況について
６月４日～１０日は歯と口の健康週間です

【結婚新生活応援】(p9)

結婚新生活支援事業がはじまりました

【地域おこし協力隊活動日誌VOL.44】(p10~11)

Main presenter 近藤隊員
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１　「徒競走」　（全学年）
２　「わくわく玉入れ」　（１・２年生）
３　「きたぞ！矢祭ハリケーン」　（３・４年生）
４　「小学校ラストランで恩返し」　（６年生）
５　「紅白リレー」　（各学年代表）
６　「鼓笛」　（５・６年生）
７　笑顔で写る 6年生

矢
祭
小
学
校

大
運
動
会

5 月 15 日（土）
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Health 
information
健康情報

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　福島県と福島県歯科医師会では、「80 歳で 20 本

の歯を残そう」を生涯の健康目標とする 8020 運動

の一環として、現在十分機能している歯を 20 本以

上保持している 80 歳以上の方に認定証を交付しま

す。

　なお、令和４年度から対象を「80 歳以上の方」

から「その年度に 80 歳になった方」に変更します。

80 歳以上の方は今回の募集期間中にご応募くださ

い。

【募集期間】

令和３年６月１日（火）～１０月３０日（土）まで

【問い合わせ】
福島県保健福祉部健康づくり推進課

　☎ 024-521-7640
　福島県歯科医師会
　☎ 024-523-3266

令和3年度(第30回 )
歯っぴいライフ8020募集中

　

歯
及
び
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ

と
は
、
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯

で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
う
た
め

だ
け
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
適
切
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
を

可
能
に
し
、
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
全

身
の
健
康
に
も
影
響
す
る
重
要
な

こ
と
で
す
。

成
人
の
歯
周
疾
患
検
診
開
始

一
生
を
共
に
歩
む
自
分
の
歯

６
月
４
日
〜
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
。

子どものむし歯の状況

　本町の子どものむし歯の状況はグラフのとおりです。3年間の平均では、有病

率及び一人平均う歯数は減少傾向にあります。幼児期からむし歯予防の習慣を身

につけることは、大人になった時の歯周病予防にもつながります。

▼全歯う蝕有病率▼全歯 1人平均う歯数

　

今
年
度
よ
り
、
矢
祭
町
歯
周
疾

患
検
診
を
開
始
し
ま
す
。
40
、
50
、

60
、
70
歳
の
節
目
年
齢
及
び
妊
婦
の

方
を
対
象
に
無
料
で
歯
周
疾
患
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

6
月
下
旬
に
対
象
の
方
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

町
内
歯
科
医
院
に
予
約
の
う
え
受
診

下
さ
い
。

　

５
月
24
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
対

象
者
２
，
２
８
７
人
中
２
，
０
４
３

人
（
８
９
．
３
％
）
の
方
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
希
望

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
は
約
９
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
団
接
種
は
、

５
月
１
日
か
ら
、
開
始
し
、
接
種
者

数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
順

位
は
、
確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量

に
限
り
が
あ
り
、
そ
の
供
給
が
順
次

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①　

医
療
従
事
者
等

②　

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

③　

基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
・
高
齢

　
　

者
施
設
等
の
従
事
者
、
60
〜
64

　
　

歳
の
者

④　

①
〜
③
以
外
の
者

　

今
後
、
７
月
上
旬
ま
で
に
は
施
設

を
含
め
た
高
齢
者
の
接
種
が
終
了
す

る
見
込
み
と
な
り
、
５
月
25
日
よ
り

50
歳
〜
64
歳
の
接
種
の
予
約
を
開
始

し
ま
し
た
。
医
療
機
関
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
今
後
も

接
種
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
感
染
防
止
の
た
め
に
、
受
付
時
間

　

を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

　

で
、
受
付
時
間
内
の
来
場
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

▼
来
場
者
同
士
の
間
隔
に
つ
い
て
は

　

十
分
に
と
る
よ
う
注
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
接
種
後
の
観
察
時
間
内
は
、
会
話

　

を
避
け
て
、
静
か
に
お
待
ち
く
だ

　

さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
状
況

予
約
方
法

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
お
願
い

１回
接種者数

2回
接種者数

累計
接種者数

１，０１０人 ６６１人 １，６７１人

新型コロナワクチン接種者数

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予

約
受
付
は
、ハ
ガ
キ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
電
話
に
て
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
し
や
す
い
方
法
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
予

約
は
、
☎
４
６
‐
３
７
５
０
へ

お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位



八
雲
神
社
祭
典「
天
王
祭
」

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

八
雲
神
社
祭
典
天
王
祭
に
つ
い
て
、
八
雲
神

社
祭
典
執
行
委
員
会
よ
り
左
記
の
と
お
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
令
和
３
年
７
月
18
日
（
日
）
に
本
来
な

ら
今
年
も
盛
大
に
執
行
さ
れ
る
は
ず
の
天
王

祭
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
鑑
み
、
皆
様
の
健
康
、
安
全

面
を
第
一
に
考
慮
す
べ
き
と
の
結
論
に
達

し
、
今
年
は
神
事
（
山
野
井
八
雲
神
社
）
の

み
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

八
雲
神
社
祭
典
執
行
委
員
会

　

東
舘
代
表
区
長
（
舘
本
区
長
）
緑
川
伸
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

役
員
一
同
』

　　

町
民
の
皆
さ
ま
及
び
町
外
か
ら
の
来
町
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
執
行
委
員
会
で
の

判
断
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行    政
N A V I

５
行
政
区
が
陳
情
書
を
提
出

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
、
戸
塚
区
、
東
舘
地
区
（
舘
本
区
・
桃
ノ
木
区
・
石
田
区
）
よ
り
陳
情
を
受
け
ま
し
た

３つの運営委員を募集していま

　矢祭町の介護保険・地域包括支援センター・地域密着型サービスの適切な運営のため、介
護保険計画の策定又は変更に関する事項や実施状況、その他の介護保険の施策に係る重要事
項について審議する介護保険運営協議会・運営や事業内容、地域包括ケアに関すること等に
ついて協議する地域包括支援センター運営協議会・サービスの質の確保や運営評価、指定に
関することを協議する地域密着型サービス運営委員会の委員を公募することとなりました。
　つきましては、委員への就任を希望される方は、下記方法により町民福祉課健康づくりグ
ループまでお申し込み下さい。

【公募対象】　

　第１号被保険者（６５歳以上の方）もしくは第２号被保険者（４０歳から６５歳未満）
　で町内在住の方（若干名）
　任期は３年で１年に３回程度の協議会、委員会に出席できる方

【公募期間】

　令和３年６月１５日（火）まで

【応募方法】

　応募用紙による申込（応募用紙はホームページからダウンロードしてください）
　電話、FAX又は電子メールによる申込（名前、住所、連絡先をお知らせください）

【申込先】

　町民福祉課健康づくりグループ　☎▶ 0247-46-4581　FAX▶ 0247-46-3474
　　　　　　　　　　　　　　　　mail ▶ kenkou-g ＠ town.yamatsuri.fukushima.jp
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町
道
高
萩
線
舗
装
補
修
工
事
に
伴
う

交
通
規
制
実
施
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
下
石
井
字
入
山
地
内
、
町
道
高

萩
線
に
お
い
て
舗
装
補
修
工
事
を
発
注
し
て

お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
施
工
に

伴
い
交
通
規
制
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
規
制
期
間　

令
和
３
年
６
月
10
日（
木
）

　

〜
令
和
３
年
７
月
10
日
（
土
）

交
通
規
制
区
分　

時
間
帯
通
行
止
め
【
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
（
歩
行
者
自

　

転
車
に
つ
い
て
も
通
行
不
可
）】

備
考　

緊
急
車
両
に
つ
い
て
は
通
行
可
／
日

　

曜
日
は
作
業
を
し
な
い
た
め
通
行
可
能
／

　

作
業
完
了
次
第
解
放
予
定

【問い合わせ】

事業課事業グループ☎ 0247-46-4577

■時間帯通行止箇所位置図

【
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
】

　

区
内
に
あ
る
３
ヶ
所
の
公
園
で

は
荒
廃
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
被
害

が
発
生
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
状
況
に
な
い
こ

と
か
ら
、
児
童
公
園
整
備
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
東
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　

②
遊
具
の
設
置

　

③
公
園
南
側
山
の
斜
面
に
あ
る

　
　

東
屋
の
有
効
利
用
の
た
め
周

　
　

辺
の
雑
木
林
の
刈
り
取
り

　

④
北
公
園
内
の
地
面
整
備

【
戸
塚
区
】

　

J
R
南
石
井
駅
及
び
南
石
井

団
地
付
近
の
道
路
は
車
両
や
人
の

往
来
が
多
く
、
南
石
井
団
地
を
中

心
に
東
西
南
北
に
伸
び
る
町
道
は

未
舗
装
で
路
面
の
至
る
所
の
傷
み

が
激
し
く
凹
凸
が
あ
り
、
道
幅
の

狭
い
所
な
ど
で
は
交
通
や
日
常
生

活
に
多
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
車
両
の
乗
り
入
れ

や
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め

に
南
石
井
団
地
周
辺
道
路
改
修
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

【
東
舘
地
区
（
舘
本
区
・
桃
ノ
木
区
・
石
田
区
）】

　

東
舘
地
区
を
縦
断
す
る
国
道

１
１
８
号
は
、
車
両
の
往
来
が
激

し
く
、
横
断
溝
付
近
や
凹
凸
が
あ

る
所
は
騒
音
が
酷
い
状
況
に
あ

り
、
通
学
や
通
勤
の
安
全
確
保
が

困
難
な
た
め
、
国
道
１
１
８
号
の

早
期
改
良
（
バ
イ
パ
ス
化
）
整
備

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
沢
の
防
火
水
槽
も
40

年
が
経
ち
、
蓋
や
耐
震
性
が
な
い

た
め
、
耐
震
性
の
防
火
水
槽
に
更

新
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

■ニュータウン中山区長による陳情書の提出（４月27日）

■町長へ陳情書を提出する戸塚区長（５月 11 日）

■陳情書を読み上げる舘本区長（５月 27 日）



■
児
童
手
当
現
況
届
提
出
に
つ
い
て

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
毎
年
６
月
に
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、受
給
者
の
所
得
状
況
、

養
育
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き

手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
確

認
す
る
た
め
の
届
で
す
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間　

６
月
１
日
（
火
）
〜

　

６
月
30
日
（
水
）（
現
況
届
の

　

用
紙
送
付
後
に
提
出
）

提
出
場
所　

町
民
福
祉
課

添
付
書
類

一
、
令
和
３
年
１
月
１
日
に
矢
祭

町
に
住
民
登
録
の
な
か
っ
た
方

　

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が

　

発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

　

明
書
（
令
和
２
年
分
）

一
、
児
童
と
別
居
し
て
監
護
養
育

　

し
て
い
る
方
は
、
別
居
監
護
申

　

立
書
及
び
子
ど
も
の
住
ん
で
い

　

る
世
帯
全
員
の
住
民
票

そ
の
他　

提
出
期
間
に
注
意
し
て

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福
祉

　

保
険
グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐

　

４
６
‐
４
５
７
３

対
象
者　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳

　

の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　

方
支
給
額　

３
歳
未
満
▼
一
律
１
万
５

　

千
円
／
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

▼
１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万

　

５
千
円
）
／
中
学
生
▼
一
律
１
万

円
／
特
例
給
付
▼
一
律
５
千
円（
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
）

支
給
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
６
月
、

10
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分

　

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申

　

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

　

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
４
月
以
降
に
子
ど
も

　

が
生
ま
れ
た
方
、
４
月
以
降
に
矢

　

祭
町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
申
請
が

　

お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
手

　

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福
祉
保

　

険
グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６

　

‐
４
５
７
３

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
く
だ
さ
い

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
を
実
施
し
ま
す

県
内
一
斉
の
河
川
・
海
岸
環
境
美
化
運
動

の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
町
内
一
斉
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

日
時　

令
和
３
年
６
月
27
日
（
日
）
午
前
６

　

時
〜
午
前
８
時
（
小
雨
の
場
合
は
決
行
、

　

荒
天
の
場
合
は
７
月
４
日
（
日
）
に
延
期
）

実
施
方
法　

各
区
（
地
域
）
が
主
体
と
な
り
、

　

各
戸
１
名
の
協
力
に
よ
る
町
民
総
ぐ
る
み

　

参
加
に
よ
る
も
の
と
す
る

実
施
地
域　

居
住
地
周
辺
の
河
川
、
沢
、
道

　

路
、
公
園
等

作
業
内
容　

空
缶
、
空
瓶
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

　

燃
え
る
ご
み
等
の
収
集
及
び
雑
草
の
刈
り

　

払
い
等

そ
の
他　

実
施
区
域
、
方
法
に
つ
い
て
は
、

　

各
区
長
及
び
各
班
長
の
指
示
に
従
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
年
「
家
庭
ご
み
」
を

　

出
す
方
が
お
り
ま
す
が
、
趣
旨
に
反
し
ま

　

す
の
で
、
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル

　

ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

89

メッセージ

from結婚支援室（82）

message
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
例
年
と
は
違
う
毎

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
だ
か
ら
こ

そ
、10
年
後
、20
年
後
の
自
分
を
想
像
し
、

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
誰
も
が
等
し

く
、
同
じ
時
間
が
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
大
切
な
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
、
自
分
の
心
と
向
き
合
い
、
１
人
で

の
時
間
を
過
ご
す
よ
り
、
今
か
ら
「
別

の
時
間
」
が
過
ご
せ
る
よ
う
、「
誰
か
と

共
に
過
ご
す
時
間
」「
誰
か
の
た
め
に

過
ご
す
時
間
」
が
訪
れ
る
よ
う
に
、
行

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
10
年
後
、

20
年
後
の
自
分
が
、
今
行
動
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
悔
い
の
な
い
充
実
し
た
時
間

が
過
ご
せ
た
」
と
言
え
る
様
に
し
た
い

も
の
で
す
。「
春
は
出
会
い
の
季
節
」
何

も
し
な
け
れ
ば
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。

少
し
だ
け
別
に
目
を
向
け
行
動
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、「
楽
し

く
幸
せ
な
時
間
」
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
を
、
手
に
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、「
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？
」
そ
れ
を
私
た
ち
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
の
よ
う
な
お
手
伝
い

を
私
た
ち
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

出
会
い
の
季
節
を
「
素
敵
な
春
」
に
な

る
よ
う
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
本
人
様
以
外
、
家
族
の
方
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

尚
、
個
人
情
報
、
相
談
内
容
等
の
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
舘
山
の
新
縁
に
囲
ま
れ
た
「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
ラ
ン
ド
」
で
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「おしゃべりカフェ」

毎月第3水曜日　午後6時～午後9時

「結婚相談会」

隔月第４土曜日　午前10時～午後3時
　（偶数月）

詳しくは、結婚支援室（☎ 46-4884）
までお電話下さい。

結婚相談室からのお知らせ

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

上限 30 を補助します
万円 申請

期限
婚姻届けを提出した日から

３ヶ月 以内

結婚新生活
応援します

補助対象費用

補助対象者

問い合わせ

・直近の夫婦の所得を合算した世帯所得が４００万円未満であること
・補助金申請日に矢祭町内に移住していること
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく補助を受けたことがないこと
・婚姻届の年齢が夫婦共に３９歳以下であること

町民福祉課　福祉保険グループ　☎０２４７-４６-４５７３

　矢祭町では、地域活性化を目的として婚姻日における年齢が夫婦共に３９歳以下
の新婚世帯を対象に、住居費と引越費用をあわせて、上限３０万円を補助する「結
婚新生活支援事業」が令和３年４月１日からはじまりました。

【住居費】
　結婚を機に町内の住宅を取得又は賃貸物件を賃借する際に要した費用
【引越費用】
　引越業者又は運送業者への支払い、その他引越に係る費用



　

こ
ん
に
ち
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
近
藤
で
す
。

　

私
は
昨
年
の
６
月
に
着
任

し
た
の
で
、
矢
祭
町
に
来
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
矢
祭
町
に
慣
れ
て

き
た
と
感
じ
る
一
方
で
、
ま

だ
ま
だ
新
し
い
発
見
や
出
会

い
が
あ
り
日
々
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
活
動
報
告

で
す
。
年
齢
や
性
別
を
問
わ

ず
地
域
の
方
々
と
気
軽
に
交

流
す
る
こ
と
、
地
域
内
外
の

交
流
の
場
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
る
た
め
に
、
春
か

らID
O
BA
T
A

ス
タ
ン
ド

（
仮
）
を
は
じ
め
約
４
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
東
館
駅
前

か
ら
は
じ
め
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
声
を
か
け
て

頂
く
こ
と
が
増
え
、
地
域
の

サ
ロ
ン
活
動
や
小
学
校
の
校

庭
な
ど
様
々
な
場
所
に
も
お

じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
方
同
士
で
「
元
気
に

し
て
い
た
？
」、
子
ど
も
た
ち

と
遊
び
な
が
ら
「
ど
ん
な
本

が
お
ス
ス
メ
？
」、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
ご
飯
の
話
や
共

通
の
趣
味
の
話
題
な
ど
話
が

は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
何
気

な
い
会
話
で
す
が
、
何
か
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ま
た

新
し
い
き
っ
か
け
と
な
る
。

ID
O
BA
TA

ス
タ
ン
ド（
仮
）

も
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
「
こ
ん
な
場
所
が
あ

っ
た
ら
い
い
ね
」
や
「
も
っ

と
こ
う
し
た
ら
い
い
の
に

な
」
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
い

て
い
ま
す
。
時
間
は
か
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
し
楽
し
め
る
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
の
ほ
か

に
、
今
後
冷
た
い
飲
み
物
や
ゆ

ず
な
ど
矢
祭
町
の
特
産
品
を
活

用
し
て
の
取
り
組
み
も
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.44

PROFILE（左下）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

PROFILE（右下）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。
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左▶ニュータウンの東山、山頂近くで IDOBATAスタンド ( 仮 ) を実施しました。／右▶矢祭小学校の校庭で実施した IDOBATAスタンド ( 仮 )。小
学校で行うのは 2回目になります。

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

　

こ
ん
に
ち
は
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
大
和
田
で
す
。
今
年
は

長
梅
雨
に
な
り
そ
う
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
ね
。
ハ
ウ
ス
が
あ
る
と
は
い

え
、
日
照
不
足
に
よ
る
ラ
ズ
ベ
リ
ー

へ
の
影
響
は
大
き
く
、
順
調
な
生
育

の
妨
げ
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
と

て
も
心
配
で
す
。
な
ん
と
か
７
月
か

ら
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
本
格
的
な
収
穫
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
の
で

す
が
。

　

さ
て
、
活
動
報
告
で
す
。
５
月

は
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
剪
定
を
中
心
に

業
務
を
行
い
ま
し
た
。
枝
を
適
度

に
減
ら
し
、
通
風
性
や
採
光
性
等

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
の

品
質
の
向
上
や
病
害
虫
の
抑
制
と

い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。
か
と

い
っ
て
切
り
す
ぎ
る
と
収
穫
量
が

減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
慎
重
に
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
は
新
た
な
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
着
任
も
あ
り
ま
し

た
。
来
月
号
か
ら
広
報
や
ま
つ
り
に

も
登
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

手元焼の文化財としての意義
　　手元焼調査の一年を通してその報告を兼ね、調査させていただ
いた作品を皆さんからお借りし展示できたことにより、思いのほか
成果を得ることになりました。第一に多くの作品を一堂に展示でき
たことにより、全貌としての姿に多少触れることになったからです。
多少と言ったのはまだまだこれだけではなく、これからも続々と作
品が出現して、より鮮明な容姿を見られることになると予想される

からです。もう一つの
意義は、展示されるこ
とでじっくりと作品を
鑑賞できたことです。美は言葉で説明的に理解することではありま
せん。全人格的に作品を体験することから、自らに影響を受けるこ
とが美的享受となります。これからも町内外に手元焼を提示して美
的体験がたくさんなされることを期待します。その出来事が文化財
としての価値を形成してゆくことでしょう。

PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
福島県富岡町出身。前職は大学
生。趣味は犬の散歩をすること。
担当業務はラズベリー新興

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化
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▲花も咲き、着々と収穫期へ向かうラズベリーの木
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■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリー
Wi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料
提供、地域情報の案内、もったいない文
庫の取り扱いも行っています。
　待ち時間やお買い物の途中など、お気
軽にお立ち寄りください。

■「買ってくっぺ便」のご相談承り中
　買い物の注文・配達サービスを行って
おります。生活用品、お菓子、調味料な
ど一品からでも注文OK！
　詳細等については、下記をご覧いただ
くか『まちの駅やまつり』にお問い合わ
せください。

ＨＰ

Facebook

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町
民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②電話（平日：9時～ 16 時）・FAX・メールで注文する
　③まちの駅職員が地元商店から代わりに購入
　④商品を受け取る（平日：9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅での
　　受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jpp

　まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当し
ている佐川です。
　今月のおすすめは、あおちゃん家の母さん総菜と、
山のごちそう本舗の人気商品各種です。どちらもとて
も人気のある商品ですので、この機会にぜひご注文く
ださい。おまちしております。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
じ
負
け
じ
と
虫
集す
だ

く

あ
ゆ
の
里
乙
女
ヶ
越
の
水
墨
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

這
い
上
が
る
力
身
に
欲
し
藤
の
花

蝶
来
た
り
シ
ョ
ッ
ト
の
構
え
解
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

荒
れ
し
畑
見
渡
し
て
春
惜
し
む
か
な

み
ち
の
く
の
田
植
え
左
右
に
汽
車
走
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

豆
飯
や
生
涯
抜
け
ぬ
国
訛

な
ま
り

り

勝
力
士
流
る
る
汗
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

■「買ってくっぺ便」の移動販売車

　移動販売車の運行が , 下関河内～大垬
方面で始まりました。今後、町内各地区
への定期訪問を広げていきます。
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

ジャーナリスト・櫻井よしこ様より
図書のご寄贈をいただきました

　ジャーナリスト・櫻井よしこ様
より、先月発行の新刊「赤い日本」
を含む、自著１００冊をご寄贈い
ただきました。
　ご寄贈いただいた図書は、開館
当初にいただいた図書も含め、図
書館内にて活用させていただきま
す。

ＰＩＣＫ　ＵＰ

【今月の休館日】
毎週月曜日

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

「季節のおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　６月２０日（日）午後２時～午後３時

【６月のイベント】

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

道
端
の
小
川
の
底
に
沈
み
た
る

ジ
ュ
ー
ス
の
缶
に
春
の
陽
ゆ
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

一
鉢
の
デ
ン
ド
ロ
ビ
ュ
ー
ム
が
盛
り
な
り

コ
ロ
ナ
自
粛
の
日
々
癒
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

新
緑
は
一
雨
ご
と
に
鮮
や
か
な
り
て

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
広
げ
し
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

ひ
ょ
っ
こ
り
と
庭
の
外
れ
に
お
き
な
ぐ
さ

白
い
綿
毛
の
花
咲
か
せ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

国
軍
の
銃
撃
に
よ
る
弾
圧
に

屈
せ
ず
戦
う
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

𠮷
民

前
山
の
葉
群
に
浮
き
立
つ
朴
の
花

こ
の
季
の
恵
み
つ
つ
ま
し
く
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

悦
子

故
郷
を
こ
よ
な
く
思
い
い
し

亡い
も
う
と妹

に
供
え
て
下
さ
れ
と
新
米
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

今
日
の
日
も
太
陽
と
と
も
に
始
ま
り
ぬ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
こ
の
地
球
に
生
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

母
の
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
娘
よ
り

「
元
気
で
い
て
ね
」
と
メ
ー
ル
届
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

「あかちゃんおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　７月１日（木）午前 10時～正午
▶３歳までの乳幼児と、そのご家族のためのおはなし会です。

「プレママ・プレパパおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　７月１日（木）午後２時～午後３時
▶妊娠している方、パートナー、ご家族の方にむけて、「おはなしかい」を
　 開催します。 体調に合わせてお越しください。

　　  ※生まれてくるお子様に、絵本１冊プレゼントします。

【７月のイベント】
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６人が「矢祭子ども司書」講座を受講
▶第１３期「矢祭子ども司書」講座開講式

　５月２２日（土）、矢祭もったいない図書館特別書
庫において、第１３期「矢祭子ども司書」講座開講
式が行われました。開講式では、今年度の受講生 6
人に片野教育長より受講生証が交付された後、受講
生誓いの言葉を矢祭小学校 5年近藤榎音さんが堂々
と述べました。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　５月８日（土）、役場第１会議室においてサイク
ルトレイン活用事業意見交換会が行われました。青
空のもと佐川町長、藤田町議会議長が茨城県議会副
議長、大子町長、那珂市長など１４名の参加者を迎
え、意見交換会では水郡線、国道１１８号、久慈川
がつなぐ交流の活性化について懇談しました。

　５月６日（木）、町社会福祉協議会が赤い羽根共同
募金配分事業により毎年実施している花いっぱい運
動が行われました。今年度は矢祭小学校３・４年生
を対象に景観まちづくり会協力のもとマリーゴール
ド３００本をプランターに植え、各事業所に配布し
ました。

　５月８日（土）、山村開発センターで令和３年度
令和大学開級式が開催され、元気に楽しく令和を生
きる活動のスタートにあたり松島道子さんが代表者
誓いのことばを述べました。また閉式後には、福島
県生涯学習インストラクターの前澤由美さんを講師
に迎え、第１回目の講座が行われました。

まちを彩るマリーゴールド
▶花いっぱい運動

矢祭町で意見交換
▶サイクルトレイン活用事業意見交換会

元気に楽しく令和を生きる
▶令和３年度令和大学開級式

　４月３０日（金）、田川河口付近の河川敷にて町
と久慈川第１漁業協同組合による稚鮎の放流が行わ
れました。放流には関係団体とともに緑の少年団（矢
祭小学校３年生）３１名が参加し、大きくなって帰っ
てきてほしいという願いを込めて約１万尾の稚鮎を
放流しました。

元気に育って帰ってきてね
▶稚鮎放流

消防団に新戦力が加わる
▶矢祭町消防団新入団員教育訓練

　５月９日（日）、山村開発センターにおいて矢祭
町消防団新入団員教育訓練が実施されました。新入
団員は消防団員の基礎知識、心構えについて学んだ
後、駐車場にて行われたホース・管鎗の取り扱い訓
練、揚水訓練、放水訓練等に新戦力として真剣に取
り組みました。

安心、安全なまちを目指して
▶矢祭町交通事故死者ゼロ一千日達成表彰式

　４月３０日（金）、役場第１会議室で矢祭町交通
事故死者ゼロ一千日達成表彰式が行われ、平成３０
年８月２日から死亡事故ゼロ日数を継続し、令和３
年４月２８日午前０時をもって一千日を達成したこ
とを受け、県交通対策協議会長（県知事）からの表
彰状が県南交通対策協議会長より伝達されました。
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町県民税▶１期
国民健康保険税▶１期
介護保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶６月３０日（月）

●今月の納税

「毎年 6月第 2週は危険物安全週間です。」

　危険物とは消防法で定められているもので、私たちの身近にもガソリン・灯油・

油性塗料などがあります。

●令和 2年 2月 1日より消防法が改正され、ガソリンを携行缶で購入される方に

　対し本人確認(運転免許証等の提示)及び使用目的の確認が義務付けられました。

●ガソリンを取り扱う時の注意事項

　①ガソリンは灯油用ポリ容器に給油することはできません。

　②ガソリン携行缶に貼り付けられている注意事項に留意して取り扱ってください。

　③セルフスタンドにおいても、ガソリン容器への詰替えは、セルフスタンドの

　　従業員が行う必要があります。

　取扱い方法を守り、危険物災害をなくしましょう！！

分
と
は
違
う
他
人
」
に
戸
惑
っ

た
り
避
け
て
し
ま
っ
た
り
、
ま

た
、
多
様
な
「
個
性
」
に
対
す

る
勝
手
な
思
い
込
み
や
固
定
観

念
か
ら
、
差
別
や
偏
見
が
生
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

身
近
な
人
か
ら
で
あ
っ
て

も
、
何
気
な
い
一
言
に
傷
つ
け

ら
れ
、
心
の
傷
に
ず
っ
と
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
と
は
違
う
他
人
を

受
け
入
れ
、
そ
の
他
人
が
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
を

大
切
に
扱
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て
考
え

行
動
し
、
人
権
尊
重
の
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
先　

み
ん
な
の
人
権
１
１

　

０
番
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３

　

‐
１
１
０

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

受
験
資
格　

令
和
３
年
４
月
１

　

日
に
お
い
て
高
校
卒
業
後
３

　

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及

　

び
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
高

　

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

／
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者

　

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

受
付
期
間　

令
和
３
年
６
月
21

　

日
（
月
）~

６
月
30
日
（
水
）

　

ま
で

申
込
方
法

受
験
申
込
み
は
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

み
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

　

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
検
索
し
て
く
だ

　

さ
い
。

１
次
試
験

令
和
３
年
９
月
５

　

日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

　

事
第
２
課
試
験
研
修
係
☎
０

　

２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　

／
人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０

２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　

白
河
消
防
本
部
で
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
令
和
２
年
９
月
１
日

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
は
聴
覚
や
発
話
の
障
が

い
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

音
声
で
の
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
た
携
帯
電

話
な
ど
を
使
っ
て
消
防
へ
緊
急

通
報
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
を
ご
利
用

い
た
だ
く
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
白
河
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
指
令

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
８
‐
２

　

２
‐
０
１
１
９

　

令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
、

自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し
た

本
人
が
、
法
務
局
に
遺
言
書
の

保
管
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
遺
言
書
保
管

所
（
法
務
局
）
に
お
い
て
、
遺

言
書
を
大
切
に
保
管
し
ま
す
の

で
、
紛
失
や
亡
失
の
防
止
、
第

３
者
に
よ
る
破
棄
や
改
ざ
ん
な

ど
の
心
配
が
な
い
ほ
か
、
遺
言

書
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
手
続

と
し
て
、
相
続
人
等
は
、
各
遺

言
書
保
管
所
に
保
管
中
の
遺
言

書
の
内
容
の
証
明
書
を
請
求
し

た
り
、
遺
言
書
の
閲
覧
を
す
る

こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
遺
言
者

だ
け
で
な
く
、
相
続
人
や
受
遺

者
等
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制

度
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
保
管
し
た
自
筆
証
書
遺
言
書

は
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
の
手

続
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
各

種
確
認
や
手
続
の
処
理
に
一
定

程
度
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

手
続
き
の
順
番
を
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
予
約

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
制
度

の
利
用
に
係
る
詳
細
は
、
法
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
福
島
地
方
法
務
局

白
河
支
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
白
河
支
局
☎
０
２
４
８
‐

　

２
２
‐
１
２
０
１

　
「
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い

た
」、
令
和
元
年
東
日
本
台
風

で
水
害
を
経
験
し
た
方
が
、
後

日
、
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
福

島
県
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
水
害
に
備
え
る
た

め
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

被
災
者
の
経
験
を
基
と
し
た
動

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
動
画
を

見
て
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
「
備

え
る
マ
イ
避
難
」
と
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
庁
危
機
管
理

　

課
☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
８

　

６
５
１

　

土
地
や
建
物
の
名
義
人
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
現

行
法
上
は
、
不
動
産
の
相
続
登

記
に
期
限
は
な
く
、
長
期
間
相

続
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
し
て

も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
亡
く
な
っ
た
方
の

名
義
の
ま
ま
で
は
建
て
替
え
も

売
却
も
で
き
な
い
の
で
、
い
つ

か
は
必
ず
相
続
登
記
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ

た
直
後
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
で

き
て
い
た
は
ず
の
遺
産
分
割
協

議
が
、
時
間
が
た
っ
て
相
続
人

同
士
の
関
係
性
や
経
済
状
況
が

変
わ
る
と
円
滑
に
進
ま
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
間
相
続
手
続
き

を
し
な
い
で
い
る
う
ち
に
相
続

人
が
更
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

相
続
人
が
増
え
た
結
果
、
遺
産

分
割
協
議
が
困
難
に
な
っ
た

り
、
相
続
登
記
に
か
か
る
費
用

が
増
大
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
不
動
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
っ
た
ら
、
早
め
に
相

続
人
間
で
遺
産
分
割
協
議
を
行

い
、相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
司
法
書

　

士
会
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐

　

７
５
０
２
／
福
島
地
方
法
務

　

局
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２

　

０
４
５

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、

人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
の
権
利
で
す
。
わ
た
し

た
ち
は
「
自
分
の
個
性
や
能
力

を
生
か
し
て
働
き
た
い
」「
健

康
で
文
化
的
な
生
活
が
し
た

い
」
な
ど
、
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
に
様
々
な
願
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
願
い
が
叶

う
よ
う
日
々
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
違
い
＝

個
性
」
が
あ
り
ま
す
。
容
姿
や

服
装
な
ど
の
見
た
目
、
性
別
や
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人　口 ５,５３８人（－   ３）
男 ２,７２２人（±   ０）
女 ２,８１６人（－   ３）
世　帯 ２,０９０世帯（±   ０）

人の動き
５月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　　今回は小学生による運動会の取材をさ
せていただきました。運動会当日は雨の心
配もありましたが無事に最後まで開催する
ことができました。その中で、一生懸命頑
張る子どもたちの姿を見てとても感動しま
した。日頃の子どもたちの頑張りが天気を
味方にしたのかなと思いました。　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和3年1月1日～5月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　  91件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
小口　主海 91 浩 4 / 25 内　川
増子キヱノ 94 浩𠮷 4 / 28 茗　荷
髙澤　一夫 91 明夫 5 / 14 関　岡
藤田　ノブ 89 孝行 5 / 18 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

税
務
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号では該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター6
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せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 7月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 7月 31日まで
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に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
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と
の
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用
は
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ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
   有効期限：令和 3年 7月 31日まで
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和
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行

（
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第
1金
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日
発
行
）
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日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
● 3か月児健康審査
　         塙（13：00～13：15）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

●カンガルーくらぶ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 7/1 2 3
●町内一斉クリーンアップ作戦 ● 3歳児健康診査

　    保セ（13：00～13：10）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●ウォーキング教室

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

文▶大島渚　　絵▶伊藤秀男
読み聞かせ▶幼児～　児童書▶小学校低学年～　

『タケノコごはん』

「戦場のメリークリスマス」などの作品で、世界で活
躍した映画監督、故大島渚氏の初の絵本。絵は、抜群
のリアリティーを放つ絵本作家、伊藤秀男氏。物語は、
大島渚氏の同級生、さかいくんが主人公。さかいくん
は戦争で父親を亡くし、担任の先生も戦争に行くこと
に。出征前に押しかけた先生の家で出されたタケノコ
ごはんをものもいわずに食べ、「先生、戦争なんかいく
なよっ！」と、泣きながら叫ぶ、さかいくんの表情と、
それを聞いた先生の圧巻の表情に注目！
　今こそ伝えたい「戦争」と「平和」のメッセージ絵
本です。

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

矢祭町長　佐川 正一郎
▶戦争という、国家間において
の出来事というのは、その時間
に遭遇した全ての人達が生活環
境から経済、文化、人生を変え
てしまう行為と思います。
　私も４０年前に中国の東北
地方を訪れました。当時、日本
に戻れない大勢の日本人に会い
ました。戦争をしなければ平和
を創れない矛盾を思い、一人一
人が平和を思う志と行動が大切
だと思います。また、私も被爆
２世として戦争の愚かさを感じ
ます。この絵本を読んで平和の
大切さを知ってほしい。

出版社▶ポプラ社




